【広告業】

	職種：広告制作　　職務：制作プランニング

【概要】

クライアントの広告意図を踏まえ、各媒体上に広告コンセプトに沿った表現開発の提案を行う仕事。

【仕事の内容】

制作プランニングの仕事は、大別すると以下のとおりである。

①広告コンセプトの策定・立案

　クライアントからのオリエンテーションの内容を理解し、商品やサービスの訴求内容と訴求対象をとらえたうえで、媒体に応じてアピールすべきポイントを決定する。
②広告表現の作成

　広告コンセプトに従い、広告関連法規を遵守したうえで、媒体別に表現基調（トーン＆マナー）を決定する。
③広告制作物の提案

　オリエンテーションで示されたクライアントの課題が、広告制作物によってどのように解決されるのかを、明確に伝える。

【求められる経験・能力】

（１） クライアントからのオリエンテーションによって、クライアントの広告目的を正確に理解し、媒体や訴求対象、地域の違いなどに応じて、異なる広告コンセプトを打ち出す能力が求められる。中長期的には、クライアントのブランドイメージを確立する提案を行う能力が必要となる。

（２） 「何を言うべきか」ということと「どう言うべきか」ということを区別し、商品・サービスで最も伝えなければならないことを、消費者が共感できる言葉で表現することが求められる。

（３）　同じ広告コンセプトであっても、媒体スペースや訴求対象の属性に応じて、表現基調を変えられる能力が必要である。

（４）　OOH（アウト・オブ・ホームメディア）やインターネットなど、新たな広告媒体の開発に関与しながら広告制作を行うことが必要になっている。

（５）　広告表現については、法務や翻訳担当に対して、必要な法的裏取りをとり、事前に確認を行うことが求められる。

（６）　過去の事例や競合先の例とクロスさせながら、提案している広告制作物の優位性を説明できることが必要である。
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